
第６章　ࣗ然Պֶ分ੳ

第１節　分ੳの目的
　三宅西遺跡内では、これまで数࣍にわたってൃ掘調査が実施されてきた。その中でも、平成 16 年（2004）

から平成 18 年（2006）までの期間で実施した阪ਆ高଎ಓ路大࿨઒線の建設に伴う調査では、弥生時代中

期前葉のू落のほか、中央部では大規模な流路を幾筋も検出した。その流路からはローリンάをほとんど受

けておらず、炭化物が厚く付ணする遺存状態の非常に良い縄文時代後期中葉の土器がൃ見され、近接して

この時期のू落の存在が推定されるなど、大きな成果をあげた。

　今回の調査のうち、Ｂ区とした東西に長い調査区は、この阪ਆ高଎ಓ路大࿨઒線の北側に接しており、調

査ではその中央付近（Ｂｂ区）から、以前の調査区から続く大規模な流路（S2022・S2023）や溝（S2038）

が検出できた。このうち、流路（S2023）については、前回の成果から、おそらく縄文時代後期頃の流路と

考えられたが、今回の調査では縄文土器片は１点出土したのみで、前回のような状態の良いものは出土して

おらず、遺構の時期を特定することが難しい状況であった。このため流路の砂礫とともに流れてきたथ木や

木葉について、加଎器質量分ੳ法（A.S	法）による放射性炭素年代測定を実施し、流路の形成・埋没時

期を推定する手ֻかりを得ることとした。

　溝（S2038）については、上記流路の西肩部で検出した、流路と同時期、あるいはそれよりも古い時期と

考えられる溝であるが、この溝からも遺物が出土しておらず、遺構の時期を特定できていない。S2023のよ

うな流木なども出土していないが、最下層にたまった土の中から炭粒が多く出土しており、これについて同様

の年代測定を実施し、溝の形成・埋没時期を推定する手ֻかりを得ることとした。

　これらの成果は、遺構の時期の推定はもちろん、両遺構の関係、またطԟの調査で検出された遺構とのつ

ながりを検討するうえで有用で、当地域の地形や土地ར用の変ભを復原するうえで重要なものである。
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第２節　放射性炭素年代測定
１ɽ試料
　試料 1 ～ 3は、三宅西遺跡のＢｂ区で検出された流路（S2023）の下層（T.P.+4.8 ｍ付近）で出土した

流木、上層（T.P.+7.8 ｍ付近）で出土した流木、同じく上層（T.P.+7.0 ｍ付近）で出土した木本の葉である。

試料４は、S2038 ॆర堆積物最下層から堆積物͝と取り上げられた炭化植物遺体 1 点である。堆積物は葉

ཧ構造が確認される砂礫～ట質砂からなり、炭化植物遺体は葉層として挟在していた。炭化植物遺体はい

ずれも小破片であり、複数の小破片をूめて試料とした。

２ɽ測定方法とࢉ出方法
　試料（木材・葉・炭化植物遺体）は௒Ի波でચড়した後、Ξセトンによる有機物除去ॲཧを行ない、続

いてࢎ（塩ࢎ）・Ξルカリ（水ࢎ化ナトリ΢Ϝ）・ࢎ（塩ࢎ）ચড়を実施した（AAA ॲཧ）（表１）。

　試料は調整後、加଎器質量分ੳ計（コンύクトA.S：/&$ 製	1.5SD)）を࢖用して測定した。

　加଎器質量分ੳ法（A.S：AcceMeSaUPS	.aTT	SpecUSPmeUSZ）によって得られた 14$ ೱ度について、同位

体分別ޮ果のิ正を行ない、放射性炭素（14$）年代、及びྐྵ年代（ֱ正年代）をࢉ出した。（表２・３、

図 80・81）

（１）Ў（デルタ）13$ 測定஋

　試料の測定 14$/12$ 比をิ正するための炭素҆定同位体比（13$/12$）。この஋は標४物質（PD#）の同

位体比からのઍ分偏差（̄）で表す。試料のЎ 13$ ஋を �25（̄）に標४化することで同位体分別ޮ果を

ิ正している。

（２）放射性炭素（14$）年代測定஋

　試料の 14$/12$ 比から現在（AD1950 年基点）から何年前かを計ࢉした஋。14$ の半減期は5730 年であ

るが、国際的ྫ׳により-JbbZ の 5568 年を用いている。౷計誤差（ʶ）は１М（シάϚ）（68.27ˋ確཰）

である。14$ 年代஋は下１桁を丸めて表記するのがྫ׳であるが、ྐྵ 年ֱ正曲線が更新された場合のために

下１桁を丸めないྐྵ年ֱ正用年代஋も併記する。

（３）ྐྵ年代（$aMeOdaS	YeaST）

　過去のӉ஦線強度や地࣓ٿ場の変動による大気中 14$ ೱ度の変動及び 14$ の半減期のҧい（14$ の半減

期 5730 ʶ 40 年）をֱ正することで、放射性炭素（14$）年代をより実際の年代஋に近ͮけることができる。
14$ 年代のྐྵ年ֱ正には、0Y$aM4.4（ֱ正曲線データ：*OU$aM20）を࢖用した。なお、１Мྐྵ年代範囲

試料൪߸ 測定൪߸
（P-D�） 出土遺構 試料 前ॲཧ・調整

1 53559 Ｂｂ区		S2023	
T.P+7.8m 付近 木材（クリ）

௒Ի波ચড়ɼ有機༹ࡎॲཧ（Ξセトン）, ・Ξルカリ・ࢎ
（ࢎ化ナトリ΢Ϝ・塩ࢎ水・ࢎ塩）ચড়ࢎ

2 53560 Ｂｂ区		S2023		
T.P+4.8m 付近 木材（コナラ属コナラ節）

3 53561 Ｂｂ区		S2023	
T.P+7.0m 付近 葉（イチイガシ）

4 54065 Ｂｂ区		S2028	
最下層

炭化植物遺体（状態：dSZ）
葉ཧに狭在
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は 0Y$aM の確཰法を࢖用してࢉ出された 14$ 年代誤差に相当する68.27ˋ信པݶքのྐྵ年代範囲であり、

同様に2 Мྐྵ年代範囲は 95.45ˋ信པݶքのྐྵ年代範囲である。ֱ正曲線が不҆定な年代では、複数の

1 М・2 М஋が表記される場合もある。カッコ内のඦ分཰の஋は、その範囲内にྐྵ年代が入る確཰を示す。

άラϑ中の縦軸上の曲線は 14$ 年代の確཰分布を示し、二重曲線はྐྵ年ֱ正曲線を示す。
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68.27% probability
  7029-6966 cal BC (21.35%)
  6946-6932 cal BC ( 4.28%)
  6914-6881 cal BC (12.17%)
  6834-6769 cal BC (22.95%)
  6757-6752 cal BC ( 1.63%)
  6720-6702 cal BC ( 5.89%)
95.45% probability
  7035-6958 cal BC (24.38%)
  6955-6874 cal BC (23.55%)
  6867-6737 cal BC (37.72%)
  6733-6696 cal BC ( 9.80%)

ᬺᖺ௦ (cal BC)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);
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OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

68.27% probability
  1204-1140 cal BC (45.56%)
  1134-1110 cal BC (16.84%)
  1091-1085 cal BC ( 2.90%)
  1064-1058 cal BC (16.84%)
95.45% probability
  1216-1050 cal BC (95.45%)

68.27% probability
  1204-1140 cal BC (45.56%)
  1134-1110 cal BC (16.84%)
  1091-1085 cal BC ( 2.90%)
  1064-1058 cal BC (16.84%)
95.45% probability
  1216-1050 cal BC (95.45%)

ᬺᖺ௦ (cal BC)
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OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

68.27% probability
  1212-1186 cal BC (22.20%)
  1182-1153 cal BC (24.81%)
  1149-1125 cal BC (21.26%)
95.45% probability
  1258-1244 cal BC ( 2.62%)
  1230-1107 cal BC (86.84%)
  1098-1078 cal BC ( 3.26%)
  1071-1055 cal BC ( 2.72%)

68.27% probability
  1212-1186 cal BC (22.20%)
  1182-1153 cal BC (24.81%)
  1149-1125 cal BC (21.26%)
95.45% probability
  1258-1244 cal BC ( 2.62%)
  1230-1107 cal BC (86.84%)
  1098-1078 cal BC ( 3.26%)
  1071-1055 cal BC ( 2.72%)

ᬺᖺ௦ (cal BC)

PLD-53561:2953±21 BPPLD-53561:2953±21 BP

1䃢
2䃢

試料	
൪߸

測定൪߸ Ў 13 Ｃ ྐྵ年ֱ正用年代 14 Ｃ年代 14$ 年代をྐྵ年代にֱ正した年代範囲
（P-D�） （̄） （ZS#P ʶ 1 М） （ZS#P ʶ 1 М） 1 Мྐྵ年代範囲（68.27ˋ確཰） 2 Мྐྵ年代範囲（95.45ˋ確཰）

1 53559 �27.38 ʶ 0.19 2933 ʶ 21 2935 ʶ 20

　1204�1140	caM	#$（45.56�）	
　1134�1110	caM	#$（16.84�）
　1091�1085	caM	#$（	2.90�）	
　1064�1058	caM	#$（	2.97�）

　1216�1050	caM	#$（95.45�）

2 53560 �27.48 ʶ 0.17 7949 ʶ 28 7950 ʶ 30

　7029�6966	caM	#$（21.35�）	
　6946�6932	caM	#$（	4.28�）
　6914�6881	caM	#$（12.17�）		
　6834�6769	caM	#$（22.95�）
　6757�6752	caM	#$（	1.63�）
　6720�6702	caM	#$（	5.89�）

　7035�6958	caM	#$（24.38�）	
　6955�6874	caM	#$（23.55�）
　6867�6737	caM	#$（37.72�）	
　6733�6696	caM	#$（	9.80�）	

3 53561 �30.03 ʶ 0.19 2953 ʶ 21 2955 ʶ 20
　1212�1186	caM	#$（22.20�）	
　1182�1153	caM	#$（24.81�）
　1149�1125	caM	#$（21.26�）	

　1258�1244	caM	#$（	2.62�）	
　1230�1107	caM	#$（86.84�）
　1098�1078	caM	#$（	3.26�）
　1071�1055	caM	#$（	2.72�）
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３ɽ結果と考察
（１）S2023について（ג式ձࣾ	古؀境ڀݚ所）

　S2023の下層（T.P.+4.8 ｍ）より出土した流木（コナラ属コナラ節）は、ิ 正 14$ 年代が 7950 ʶ 30 年

#P、2 Мのྐྵ年ֱ正஋は7035−6958	caM#$（24.38ˋ）、6955−6874	caM#$（23.55ˋ）、6867−6737	

caM#$（37.72ˋ）、6733−6696	caM#$（9.80ˋ）であった。上層（T.P.+7.8 ｍ）より出土した流木（クリ）

は、ิ 正 14$ 年代が 2935 ʶ 20 年 #P、2 Мのྐྵ年ֱ正஋は1216−1050	caM#$（95.45ˋ）であった。同

じく上層より出土した木本の葉（イチイガシ）は、ิ 正 14$ 年代が 2955 ʶ 20 年 #P、2 Мのྐྵ年ֱ正஋は

1258−1244	caM#$（2.62ˋ）、1230−1107	caM#$（86.84ˋ）、1098−1078	caM#$（3.26ˋ）、1071−

1055	caM#$（2.72ˋ）であった。これらの結果から、下層は縄文時代早期、上層は縄文時代晩期頃の堆積

層と考えられる。

（２）S2038について（ג式ձࣾ	ύレオ・ラϘ）

　S2038 最下層の炭化植物遺体（P-D�54065）は、14$	年代で 4385 ʶ 20	#P、ྐྵ年代で5038−5005	

caM	#P	（12.36�）、4981−4865	caM	#P	（83.09�）のྐྵ年代を示した。

　小林（2017）によると、近ـ地方の縄文時代中期前葉のધݩ * 式で 4745 ʶ 40	#P、中期前葉～中葉

のધݩᶙ式で4450 ʶ 25	#P、中期後葉のધݩᶚ式で4425 ʶ 30	#P、ཬ木ᶘ式期で4350 ʶ 30	#P の
14$	年代஋が報告されている。また、本遺跡の周辺遺跡の年代測定結果をみると、北側に位置するӝ破遺跡

6R07�1 ࣍調査地において、縄文時代中期前～中葉のધݩᶙ式の土器が出土する、西୩底の流木（南区：

/P.1（6R�1））で4785 ʶ 25	#P の 14$ 年代஋が得られている（౉辺 ,2009）。また、ӝ破遺跡 6R10�1 ࣍

調査地の中央区で検出された縄文時代中期のࣗ然流路（/R103）より	出土したछ実（SP04	ᾛ �4：Τΰϊ

キ）で4060 ʶ 25	#P の 14$ 年代஋が得られている（౉辺 ,2013）。また、ӝ破遺跡の北側に位置するӝ
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OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

68.27% probability
  3021-3003 cal BC (13.81%)
  2994-2926 cal BC (54.46%)
95.45% probability
  3089-3056 cal BC (12.36%)
  3032-2916 cal BC (83.09%)

68.27% probability
  3021-3003 cal BC (13.81%)
  2994-2926 cal BC (54.46%)
95.45% probability
  3089-3056 cal BC (12.36%)
  3032-2916 cal BC (83.09%)

68.27% probability
  4970-4952 cal BP (13.81%)
  4943-4875 cal BP (54.46%)
95.45% probability
  5038-5005 cal BP (12.36%)
  4981-4865 cal BP (83.09%)

68.27% probability
  4970-4952 cal BP (13.81%)
  4943-4875 cal BP (54.46%)
95.45% probability
  5038-5005 cal BP (12.36%)
  4981-4865 cal BP (83.09%)

ᬺᖺ௦ (cal BC) ᬺᖺ௦ (cal BP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:1;Atmospheric data from Reimer et al (2020);

PLD-54065:4384±22 BPPLD-54065:4384±22 BP PLD-54065:4384±22 BPPLD-54065:4384±22 BP

1䃢
2䃢

1䃢
2䃢

試料
൪߸

測定൪߸
（P-D�）

Ў 13$
（̄）

ྐྵ年ֱ正用
年代

（ZS#P ʶ 1 М）

14$	年代
（ZS#P ʶ 1 М）

14$ 年代をྐྵ年代にֱ正した年代範囲
（上段 caM	#$　下段 �caM	#P）

1 Мྐྵ年代範囲（68.27� 確཰） 2 Мྐྵ年代範囲（95.45� 確཰）

4 54065 �25.42 ʶ 0.21 4384 ʶ 22 4385 ʶ 20

3021�3003	caM	#$	（13.81�）
2994�2926	caM	#$	（54.46�）

3089�3056	caM	#$	（12.36�）
3032�2916	caM	#$	（83.09�）

4970�4952	caM	#P	（13.81�）
4943�4875	caM	#P	（54.46�）

5038�5005	caM	#P	（12.36�）
4981�4865	caM	#P	（83.09�）
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破北遺跡 11−１−１区の第 10�1a 層の植物遺体層で4180 ʶ 25	#P の 14$ 年代஋が得られている（ג式ձ

ࣾύレオ・ラϘ ,2013）

　以上のことから、4385 ʶ 20	#P	の 14$	年代を示しているS2038 最下層の炭化植物遺体は、縄文時代中

期後葉の年代஋と判断できる。したがって、S2038 最下層の形成年代は、縄文時代中期後葉以߱と推定さ

れる。ただし、最下層堆積物試料の層相から、水流によってӡ搬堆積した異地性の炭化植物遺体と判断され

るため、堆積物中への取り込まれ方（タϑΥϊミー）によっては、実際の堆積年代との間で多少の時間差が

生じている可能性がある。ྫえば、炭化植物遺体が古い時代の堆積物からચい出され再堆積したものとする

と、最下層の形成年代は縄文時代中期後葉より新しい年代に形成されたことになる。この点は、S2038の形

成過程や堆積؀境に基ͮいて、再ධՁするඞ要がある。
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第３節　年代測定試料のथछ同定と大型植物遺体同定
１ɽ試料
　試料は前節で年代測定を実施した S2023 上層（T.P.+7.8m 付近）から出土した流木（試料１）、下層

（T.P.+4.8m 付近）から出土した流木（試料２）、同じく上層（T.P.+7.0m 付近）から出土した木本の葉（試

料３）である。

２ɽथछ同定
（１）方法

　ం౛を用いて、木片から横断面（木口）、放射断面（ຝ目）、接線断面（板目）の 3 断面について切片

を作製し、ガϜ・クロラール（๊水クロラール、ΞラビΞΰϜค末、άリセリン、ৠ留水の混合ӷ）で෧入し

てプレύラートとした。プレύラートは、生物顕ඍڸで木材૊৫のछྨや配列を観察し、その特௃を現生標

本及びಠ立行੓法人৿林総合ڀݚ所の೔本産木材識別データϕーεと比ֱしてछ （ྨ分ྨ群）を同定した。

なお、木材૊৫の໊শや特௃は、ౡ地・伊東（1982）や 8IeeMeS 他（1998）をࢀ考にした。また、೔

本産木材の૊৫配列は、林（1991）や伊東（1995,1996,1997,1998,1999）をࢀ考にした。

（２）結果

　थछ同定結果を表４に示す。木材は、広葉थ 2 分ྨ群（コナラ属コナラ節、クリ）に同定された。各分

ྨ群の解๤ֶ的特௃などを以下に記し、3 断面の顕ඍڸ写真を写真７に示す。

・クリ　$aTUaOea	cSeOaUa	SJeb.	eU	;Vcc.　ブナՊクリ属

　؀孔材。年輪の始め（早材部）に大型のಓ管が 3 ～ 4 列配列した後、ややٸ激にಓ管径を減少させる。

晩材部では小径のಓ管がूまってՐԌ状に配列し、年輪քに向かって径を઴減させる。ಓ管の穿孔板は単

穿孔板、壁孔は交互状となる。放射૊৫は同性、単列、1 ～ 20 細๔高。

・コナラ属コナラ節　2VeScVT	TecU.	PSJOVT　ブナՊ

　؀孔材。年輪の始め（早材部）に大型のಓ管が 1 ～ 2 列配列した後、ٸ激にಓ管径を減少させる。晩材

部では、小径のಓ管がूまってՐԌ状に配列し、年輪քに向かって径を઴減させる。ಓ管の穿孔板は単穿

孔板、壁孔は交互状となる。放射૊৫は同性、単列、1 ～ 20 細๔高のものと複合放射૊৫とがある。

（３）考察

　流木と考えられる木材 2 点は、ʌ 1 がクリ、ʌ 2 がコナラ節に同定された。同時に実施した年代測定結果

によれば、ᶺ 1 が 2935 ʶ 20Z#P、ᶺ 2 が 7950 ʶ 30Z#Pの஋が得られており、小林（2017）をࢀ考に

すれば、ᶺ 1 が縄文時代晩期、ᶺ 2 が縄文時代早期と考えられる。

　クリとコナラ節は、いずれも二࣍林などに生ҭする落葉高木である。年代測定結果を考ྀすれば、縄文時

代早期の流路周辺にはコナラ節、縄文時代晩期の流路周辺にはクリが生ҭしていたことが推定される。なお、

ᶺ 地区 遺構 層位 位置 内容 थछ

1 # ｂ区 S2023 上層部 T.P.+7.8m 付近 流木 クリ

2 Ｂｂ区 S2023 下層部 T.P.+4.8m 付近 流木 コナラ属コナラ節

ද̐　थछಉఆ݁Ռ
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Ｂｂ区 S2023 上層（T.P.+7.0 ｍ付近）から出土したछ実や葉は、年代測定結果からᶺ 2と近い時期の植

物遺体群と考えられる。これらには、イチイガシの果実や葉、Ξカガシ−πクόωガシの葉、Ξラカシ  の

葉、シラカシ  の葉、コナラѥ属の果実が認められ、周辺に常྘広葉थのΞカガシѥ属が生ҭしていたこと

が推定される。クリは、その林縁部などに生ҭしていた可能性がある。

　近ـ地方では観Իࣉ本അ遺跡（ಸ良־ݝ原ޚ・ࢢ所ࢢ）において、縄文時代晩期の流路周辺から出土し

た根材を含むࣗ然木の調査から、コナラ節、オχάルミ、χレ属、カΤデ属、ϠϚάϫなどの落葉広葉थを

主体として、Ξカガシѥ属、イヌガϠを伴う林分と、クリの७林といえる林分とが存在していたこと、クリ林に

ついては人為的な可能性があることが指ఠされている（高ڮ ,2012）。今回の分ੳでは1 点のみであり、直

接的な比ֱは難しいが、流路からクリの流木が確認された結果は当֘期の周辺植生を考える上でڵ味深い

結果である。

３ɽ大型植物遺体（葉・छ実）同定
（１）方法

　試料を૒؟実体顕ඍڸで観察し、同定が可能な葉遺体やछ実遺体をピンセットや面相චでந出する。葉

遺体の同定は、現生標本や٢山・石઒（1992）、ᖛ໺（2005）、田中（2008）、林（2017）などをࢀ考に

実施する。छ実遺体の同定は、現生標本や中山ほか（2010）、ླ木ほか（2018）などをࢀ考に実施する。

結果はݸ数を一ཡ表で示し、各分ྨ群の写真をఴ付して同定根拠とする。実体顕ඍڸ下による区別が困難

な複数छ間は、ハイϑΥンで結んで表示する。分ੳ後は、大型植物遺体を分ྨ群ຖに容器に入れ、約 70ˋ

のΤタϊール༹ӷにਁしてอ管する。

（２）結果

　結果を表５に、各分ྨ群の写真を写真８に示す。

　Ｂｂ区 S2023 上層（T.P.+7.0 ｍ付近）より出土した大型植物遺体は、落葉広葉थのコナラѥ属果実 1 、ݸ

分ྨ群 部位 状態 #b 区	S2023　
T.P.+7.0m 付近 උ考

木本
コナラѥ属 果実 破片 1 残存長 19.53, 残存幅 10.85mm
イチイガシ 果実 完形 1

葉 ௖部 破片 6
基部 破片 5

破片 13
Ξカガシ �πクόωガシ 葉 ௖部 破片 5

基部 破片 7
破片 5

Ξラカシ  葉 破片 1
シラカシ  葉 破片 2
不明広葉थ（コナラ属  ） 葉 破片 2
不明広葉थ 葉 破片 7

૲本
ΪシΪシ属 Ֆ被 完形 1
タデՊ 果実 完形 1

合計
木本葉 44
不明葉 9
木本छ実 2
૲本छ実 2

合計（不明を除く） 48

ද̑　େܕ২෺Ҩମಉఆ݁Ռ
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常྘広葉थのイチイガシ果実 1 葉、ݸ 24 Ξカガシ、ݸ �πクόωガシ葉 17 Ξラカシ、ݸ  葉 1 シラ、ݸ

カシ  葉 2 ૲本のΪシΪシ属Ֆ被、ݸ 1 タデՊ果実、ݸ 1 の、計ݸ 48 が同定された。イチイガシ葉がݸ

最も多く、Ξカガシ �πクόωガシ葉が࣍いで多い。その他、不明広葉थ（コナラ属  ）葉 2 不明広葉、ݸ

थ葉 7 、が確認された。コナラѥ属の果実は破片の出土であるが、コナラやミズナラとは区別され、クヌΪݸ

ΞϕϚキ、カシϫ、ナラガシϫなどの大型の果実をもつ分ྨ群のいずれかに༝来すると考えられる。

（３）考察

　三宅西遺跡のＢｂ区 S2023 上層（T.P.+7.0 ｍ付近）より出土した大型植物遺体は、広葉थで落葉高木の

コナラѥ属、常྘高木のイチイガシ、Ξカガシ �πクόωガシ、Ξラカシ  、シラカシ  と、૲本のΪシΪシ

属、タデՊに同定され、イチイガシとΞカガシ �πクόωガシが多い૊成を示した。これらは調査地近辺に

生ҭしていたと考えられる。特にイチイガシ、Ξカガシ �πクόωガシ、Ξラカシ  、シラカシ  は、本地域

に分布するஆԹ帯性常྘広葉थ林（র葉थ林）の主要構成छである。多くの葉とともに果実が確認されたイ

チイガシは、コナラ属で唯一Ξク抜きせずに果実内部のࢠ葉が生৯可能であることから、西南೔本の遺跡出

土ྫが多い（౉辺 ,1975� Ԭ本 ,1979など）。
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)㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥᶞⴥᗈ.71 )㒊下㒊⫪ᮾ(ⴥᶞⴥᗈ.81
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